
大規模地震等災害発生時の緊急対応マニュアル 
長野県小諸義塾高等学校 

 大規模な地震等による大災害に際して、生徒の生命の安全確保を重点目標とし、教職員として共通認

識をもって行動することで混乱を防止し、被害を最小限に食い止める。浅間山の火山活動、風水害、火

災等もこれに準じる。 

 

 

 

１ 登校途上・帰宅途上の発生 

  ・最寄りの安全な場所に一時避難し、安全に配慮して自宅か学校の近い方へ行く。 

  ・鉄道などの交通機関を利用している場合は、駅員の指示に従って安全を確保する。 

  ・徒歩や自転車で登校している場合は、周囲の状況を十分に確認して、物が「落ちてこない、倒れ

てこない、移動してこない」場所に身を寄せ安全を確保する。 

  ※ブロック塀や屋根瓦、自動販売機、ガラス、外壁、電線等の落下物や転倒物、液状化や隆起する

マンホールなどに注意する。 

２ 授業中の発生（休み時間等も同様の行動） 

  ・生徒の身の安全を最優先に対応する。 

・生徒及び職員は非常放送が入るまで安全に配慮し、その場での待機を基本とする。 

・授業を一時中止し、教室で待機する。職員は、「机の下にもぐる」等、落下物、転倒物、ガラスの

飛散等から身を守るよう指示する。 

・教室外の場合は、生徒を校内の安全な場所に避難させ、落下物、転倒物、ガラスの飛散等から身

を守るよう指示する。 

・ストーブ火災、やけど等に注意。 

・生徒及び職員は非常放送の指示に従い行動する。 原則として、揺れが収まるのを待ってから、安

全に配慮し、職員の誘導に従ってグラウンドに避難する。避難後職員は、点呼・安否確認を行う。 

【在校生徒状況の把握、室内の転倒防止、より安全な避難経路、火災予防、飲料水確保、非常持ち

出しの確認】 

３ 休日および夜間等 

  ・生徒、職員ともに自宅または安全な場所で待機する。 

  ・職員は可能であれば出校、対応検討、安全確認および必要な指示伝達・連絡を行う。 

４ 留意事項 

  ・正確な情報にもとづく迅速・適切な判断、各家庭・保護者との確実な連絡経路の確保。 

・学校公式ホームページ、きずなネット等緊急連絡網や伝言ダイヤル等の利用。 

・帰宅手段は確保できているか。帰宅させることが、生徒の安全確保において適切か。 

・校内待機（留め置き）の要否判断。保護者への連絡・周知。在校生（残留者）名簿の作成・確認。 

・学校からの伝言を再生する方法（音声に従って操作する）。 

 「171」をダイヤル→「２」をプッシュ→学校の電話番号「0267-22-0103」をダイヤル。 

・本校と本校グラウンドは、南大井地区の指定避難場所である。 

  ◎職員の安全確認・連絡、可能な限り職員は出校、状況を見て職員会を開く。 

５ 学校の再開について 

  ・生徒は、大規模地震が起きた場合、学校から連絡があるまで自宅（避難所等）で待機する。 

・交通機関等の状況により、安全に登校できないと判断される場合、安全が確認されるまで自宅（避

難所等）で待機する。 

大規模地震災害時の行動基準 

「安全な場所に身を置き、頭を守り、数分間地震活動が治まるのを待つ」 


